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NO. 20公認会計士白門会

創立 20 周年を迎えた本会のこれまでと、これから

公認会計士白門会　　
会　長　　　　　　　
伊 藤 大 義

平成 25 年 6 月 22 日開催の第 20 回定時総会に
おいて、公認会計士白門会の会長に就任させてい
ただきました、昭和 46 年経済学部卒業の伊藤大
義でございます。これからの 2 年間、微力ながら
会務に全力を尽くしてまいりたいと考えておりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。本会
が昨年創立 20 周年を迎えたことを踏まえ、これま
での活動状況を振り返り、更に、これからの活動
方針等について簡単に述べさせていただきます。
1. 公認会計士会白門会への名称変更

本会は、学員会からの ｢白門会｣ という名称を
使用して欲しいとの要請に応えて、他の学員会と
平仄をあわせるため、先の定時総会において会の
名称を「中央大学公認会計士会」から「公認会計
士白門会」に変更させていただきました。諸先輩
方が命名し長年使用された名称を変更することに
なりましたが、事情ご賢察の上ご了解いただけま
すようお願い申し上げます。
2. 創立 20 周年を振り返って

本会は、平成 24 年 10 月に学員会支部創設 20
周年を迎えることができましたが、20 年もの長
きにわたり学員会活動を継続することができまし
たのも、ひとえに諸先輩並びに歴代会長及び幹事
長等の執行部の方々のご協力と献身的なご支援の
お陰であり、ここにご氏名を記して、深く感謝の

意を捧げさせていただきます。
皆様ご承知の通り、本会の会員の多くは過去に

日本公認会計士協会の本部又は地域会の会長、副
会長、常務理事等の要職に就任して大活躍をされ、
業界の発展に多大の貢献をされました。

現在においても、多数の方々が役員としてご活
躍中であり、昨年 9 月の神戸ポートピアホテルに
おける研究大会後の中央大学卒業公認会計士によ
る「懇親会」には、多数の会員と現役役員の方々
に出席いただき、楽しい盛大な会を開催すること
ができました。来年以降も研究大会後に大会会
場と同一のホテルにおいて、中央大学卒業公認
会計士による ｢懇親会｣ を開催いたしますので、
万一、事務局の手違いで ｢懇親会｣ 開催のご連絡
が未達の場合でも、ぜひとも当日ご参加を頂きた
く、お待ち申し上げております。
3. 公認会計士試験への支援活動

平成 25 年度の本大学の公認会計士試験合格者
数は、77 名であり、大学別の合格者数は第 3 位
であったと聞いております。

本会では、更に大学における合格者数の増加を
側面から支援し、公認会計士試験への動機付けと
するため、中央大学商学部と協力して昨年から開
講した「中央大学特殊講義」を継続発展させるべ
く、メインテーマを ｢制度変更にともなう公認会
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　商学部は 5 年ほど前から，キャリア科目を充実
させることに注力しています。学生のキャリア
形成支援を重視し，組織と個人との関わりに重き
を置いて，自立した社会人・職業人となるために
必要な素養を涵養することが狙いです。とりわけ
企業を取り巻く競争環境が厳しさを増し，かつ変
化の度合いを速めていることを踏まえると，自ら
考える力を持ち，あらゆる困難や環境に直面して
も，それを乗り越えられる実践力のある人財の育
成が，実学の商学部には強く求められていると考
えているからです。
　キャリア科目のうち 2014 年度に新設された「ビ
ジネス・プロジェクト講座」では，まずは学生が
取り組むべき課題を実務家にご提示いただくこと
からスタートします。そして，その課題に対する
ソリューションを学生たち自身が考案し，実務家
に対してプレゼンすることになります。ソリュー
ションの考案プロセスを通じて，あるいはプレゼ
ンに対する実務家のフィードバックを通じて，学
生たちは，企業における実際の仕事の内容や意義
を学習することになります。このことは，学生た
ちのキャリア意識を高め，自律的なキャリア発達
を促すうえで，非常に有用です。これまでご協力

いただいた企業としては，キッコーマン㈱，サン
トリーホールディングス㈱，アステラス製薬㈱，
㈱オリエンタルランド，日本航空㈱，㈱セブン
& アイ・ホールディングス等々が挙げられます。
企業ではありませんが，宇宙航空研究開発機構

（JAXA）にもご出講いただいたことがあります。
 しかし，ビジネス・プロジェクト講座は，企業
が現実に直面している課題に取り組むとはいえ，
考案したソリューションを，企業の現場に実際に
自ら適用することまでは想定していません。そこ
で，2015 年度に新設された「ビジネス・チャレ
ンジ講座」では，学生たち自身が，自ら考案した
ソリューションを，実際に企業の現場に適用する
ところまでを，その内容に含むこととしました。
同講座では，2018 年度からは JFL 所属の武蔵野
シティ FC というサッカークラブの経営に商学部
生が実際にチャレンジします。具体的には，夏季
休業期間中に開催される試合興行に関する業務全
般を担うことになります。学生たちは，座学でサッ
カークラブ経営の基本を学んだうえで，試合興行
を成功させるために必要かつ効果的な広報，企画，
およびスポンサー営業の方法を考案し，実際にそ
れを適用するところまでチャレンジします。これ

チャレンジの機会を学生に提供する学部
中央大学商学部教授　
学部長
  渡　辺　岳　夫
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までの 3 年間の講座の学生たちは，主要メディア
に何度も取り上げられるぐらい，記録的な集客を
実現してきました。しかし，その陰には無数の失
敗がありました。チャレンジに失敗はつきもので
すが，単に失敗を失敗で終わらせるのではなく，
その失敗に関する情報を次の取組みに活かすこと
を学生たちは学びました。この講座を通じて，学
生たちは「失敗を恐れること」を恐れることを知っ
たのです。
　さて，このビジネス・チャレンジ講座の対象を，
スポーツクラブ経営から順次拡大していくことを
考えております。会計実務に学生が主体的にチャ

レンジする講座というのはいかがでしょうか？例
えば，企業の経営企画の実際の場面において，学
生が身につけた管理会計のスキルを駆使して，実
際に企画を考案し，経営陣の前でプレゼンする。
その企画がたとえ採用されなくても，その経験は
学生にとって「会計」を見つめ直す，とても貴重
なものとなることでしょう。白門会の皆様のご協
力をお願いできれば，これほど心強いことはござ
いません。学生にチャレンジの場を，失敗できる
場を，ご提供くださいますよう何卒よろしくお願
い申し上げます。

会長に就任して

　７月に公認会計士白門会の会長に就任して早や
半年が過ぎました。
　思い起こせば、公認会計士白門会は平成４年
10 月 24 日に設立され、25 年が経ちました。
　当時、公認会計士、税理士の集いで会計人会が
ありましたが、公認会計士だけの組織を作ろうと
いう動きがあり、私も藤沼先輩に召集され、増田
先生、木下先生の下で設立の為の検討会に参加し
ました。最初の検討テーマは、既に会計人会のメ
ンバーであった井上達雄先生の了解がいただける
かどうかという点でした。しかし、思いの外簡単
に井上先生から「良い事だからぜひやりなさい。」
というお言葉をいただき、その後は事務的に規約
の作成、会費の決定、役員の内定等があり、スムー
ズに設立総会へと進んでいきました。
　設立時の会長は川北先生にお願いして、その
後 11 名の先輩方に会長を務めていただきました。

設立以降はそれなりの人数が総会、新年会等に参
加していましたが、近年は高齢化と共に参加者が
減少し、若い人の入会も少なく、総会等への参加
者は特定の常連者に限られるようになってきまし
た。
　ここ何代かの会長は、多くの若手会計士に入会
してもらうべく、年次別幹事制の導入等、様々な
努力を試みてこられましたが、なかなか効果が得
られていないというのが実情です。
　私に課された課題のひとつも、若手会計士の入
会促進だと認識して、会長就任以来、ずっと考え
ていますが、未だ妙案は思いつきません。ぜひと
も皆様のお力を得て、実現したいと思っておりま
すので、良い方法等思いつきましたら、ぜひ教え
ていただきたいと思います。
　もうひとつの課題として、公認会計士試験合格
者の増加に寄与するということがあります。私

公認会計士白門会
会　長
  熊　坂　博　幸
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が中央大学に入学した当時は、司法試験、公認会
計士二次試験共に合格者数トップを続けている状
況でした。しかし、昭和 49 年のトップを最後に、
慶応大学が 43 年トップを継続しており、中央大
学は早稲田大学に続き３位というのが定着して
います。現在、大学においても chuo vision2025
を策定しており、2020 年までに合格者数２位、
2025 年までにトップになることを目標に掲げて
います。公認会計士白門会としては、大学、後輩
に対する貢献として、現在、出前講座を年間 15
回提供しています。直接的に受験勉強に効果はな
いと思いますが、受験生の増加には寄与できると

思いますので、これも継続して取り組んできたい
と思っています。
　３つ目の課題は、会員に対して参加したくなる
魅力をどう打ち出すのかという点であり、当面は
懇親会以外にＣＰＥにもプラスになる研修会の開
催が重要と考えています。魅力あるテーマをどう
設定するのか充分検討したいと思っています。こ
れについてもご意見等ありましたらぜひお寄せく
ださい。
　任期いっぱい頑張りますので、ぜひよろしくお
願い致します。　
　

会員章について

　私は現在、監査法人に籍を置いていますが、日
本公認会計士協会（JICPA）の副会長を兼務して
います。主たる業務はむしろ副会長の方なので、
今回は公認会計士の会員章について皆さまにお伝
えしたいと思います。

　皆さん公認会計士の会員章をご存知ですか？現
在の会員章はこれです。

　2008 年以前に公認会計士登録された方はこち
らを持っていると思います。

　また、旧試験制度で会計士補になった時にはこ
れが送られてきたはずです。

　会計士補のバッジに刻印されている JA は
Junior　Accountant の略なのですが、JA と言え
ば圧倒的に農協を思い浮かべますので、この影響
でしょうか、このバッジをつけている方を今まで
見たことがありません。
　この会員章（バッジ）に関しては JICPA の会
員章細則に定めがあり、第 2 条に「会員は、会員
章は会員の身分を象徴するものとして認識し、業
務を行うときは常にこれを着用しなければならな
い」とされています。着用が義務とされているの
ですが、着用している方は JICPA の役員以外は
あまり見かけません。

公認会計士白門会
副会長
  山　田　治　彦
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　現在の会員章は 2008 年に公認会計士制度 60 周
年を記念して作ったものです。この際の議論にお
いても「誰も着用しないものをお金をかけて作る
のは無駄ではないか」という意見が強くありまし
た。しかしながら、( 旧 ) 会員章（真ん中のもの）
のデザインが地味ですこぶる評判が悪く、60 周
年記念というような大イベント時でないとデザイ
ンを変えようという話にならないのではないかと
いうことでデザインを変更することになりました。
　ちなみにこの当時 NHK がドラマ「監査法人」
を放映することになりました。NHK にお願いし、
ドラマで公認会計士役の俳優には全員会員章（旧
会員章）を付けてもらったのですが、ドラマを見
た多くの会員のうち誰一人として気づく人はいま
せんでした。
　この時のバッジは裏に会員番号が記載された本
物を厳重な管理の下で着用してもらいました。し
たがって 2009 年以後のどなたかの会員章は松下
奈緒さんや橋爪功さんが着用していたものです。
　新しい会員章は、三菱 UFJ 銀行のロゴマーク
や資生堂のサマーキャンペーンを幅広く手掛けた
デザイナーの松永真氏によるものです。
全体の楕円はグローバルを意味し、正方形のつな
がりは公認会計士の連帯を示す・・・といった「意

味するもの」はあるのですが、松永氏によれば、
まずはデザインを重視したとのことでした。遠く
からでも判別できるデザインになったのですが、
そうなると「重みがない」「バッジを見ても何の
資格かわからない」（当然ですが）、といった意見
も多数ありました。
　法人の中で会員章を着用している人はほとんど
見かけません。( 旧 ) 会員章の時だけでなく、新
しい会員章になっても同様です。JICPA として
も着用促進に向けて積極的に施策を行っているわ
けでもありません。しかしながら、地方に行きま
すと独立開業している方で会員章を着用している
会員がそれなりにいます。お話を伺うと、「独立
開業し頼れるのは自分一人という状況の中で、ク
ライアントから無理難題を言われることも多く、
時に自分の心が折れそうになることもある。その
ような中で毎朝仕事に向かう際に会員章を付ける
ことにより自分の心を鼓舞している」ということ
でした。ありがたい話です。いろいろと文句を言
われましたが、会員章を作ってよかったと思いまし
た。
　なお、( 旧 ) 会員章も引き続き有効ですが、申
請すれば新しい会員章を無料で入手できます。
詳しくは JICPA　総務本部　会員登録グループへ。

◆公認会計士白門会役員◆

会 長 熊坂　博幸

副 会 長 山田　治彦

副 会 長 柴　　　毅

副 会 長 北方　宏樹

幹 事 長 岸田　　靖

副 幹 事 長 郡司　昌恭

副 幹 事 長 中原　國尋

副 幹 事 長 三宅　博人

副 幹 事 長 吉井　敏昭

幹 事 青木　幹雄

幹 事 家冨　義則

幹 事 石野　研司

幹 事 加藤　暁光

幹 事 神野　敬司

幹 事 品川　越茂

幹 事 白髭　英一

幹 事 椙山　嘉洋

幹 事 畠中　隆徳

幹 事 降旗　京二

幹 事 町田　和宏

幹 事 森山　謙一

幹 事 若山巌太郎

会 計 監 事 成田　智弘

会 計 監 事 河合　明弘

相 談 役 川北　　博

相 談 役 山本　秀夫

相 談 役 増田　浩二

相 談 役 木下　徳明

相 談 役 金井　一夫

相 談 役 福田　眞也

相 談 役 三和　彦幸

相 談 役 宮内　　忍

相 談 役 遠藤　忠宏

相 談 役 伊藤　大義

相 談 役 黒田　克司

顧 問 中根堅次郎

顧 問 後藤　徳彌

顧 問 柏嵜　周弘
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日本公認会計士協会研究大会（金沢大会）

　平成 29 年 9 月 28 日（木）に、日本公認会計士
協会の研究大会が開催されました。場所は、古都
金沢ということもあり、日本全国から多くの方が
参加されました。
　テーマは、「地方創生‐公認会計士の挑戦」で、
データ監査、事業承継、職業倫理、農産物による
地方創生、社会福祉法人の監査、産学連携、地方
公共団体の会計など多方面に渡る有意義な研究発
表が行われ、公認会計士の業務の幅広さを改めて
認識する貴重な機会となりました。
　恒例の記念講演は、あの「加賀屋」のおもてなし
の心を受け継いでいる株式会社加賀屋相談役の小田
禎彦様による「おもてなしの心で世界を狙え」と題
するもので、日本のおもてなしの心は世界に通用す
るものであると感じました。会計・監査の世界は欧
米化が進み、日本の監査法人の多くも外資系と呼ん
でもおかしくない状況になっており、それは世界で
戦うために必要なことではあるものの、おもてなし
の心は失わないようにしないと日本の良いところが
失われてしまうような気がしました。
　研究大会の後は、記念パーティーが開催され、
芸子さんによる踊りと三味線をはじめ、興味深い
出しものも行われ、活気のあるパーティーでした。
　この記念パーティーの後、会場近くの居酒屋で
恒例の公認会計士白門会の懇親会が行われ、30
名近くの方が参加されました。美味しい北陸のお
酒と魚で話も弾み、楽しい時間はあっという間で

した。会場は岸田幹事長が地元の友人にお願いし
て厳選した良いお店で、評判も上々でした。残念
ながら、開催のご案内が上手く行かず、翌日に数
名の方から懇親会があったのであれば参加した
かったとの声もいただきました。
　翌日はエクスカーションもあり、兼六園などの
金沢市内観光、立山トロッコ列車と温泉の旅、研
究大会の記念講演も行った小田禎彦様が相談役を
務める加賀屋宿泊の和倉温泉の旅などに多くの方
が参加されました。
　ちなみに筆者の成田はトロッコ列車の旅に参加
しましたが、世話役として参加していた富山会所
属の一人が公認会計士試験の受験仲間で二十数年
ぶりに再会することができました。昔の仲間と会
うことができたり、忌憚なく話せるのは研究大会
の良いところだと思います。また、宿泊した温泉
ホテル延楽のおかみさんは、お世話になっている
小西彦衛先生の奥様の幼いころからの親友という
縁もありました。再会あり、出会いあり、仲間、
先輩後輩、お世話になっている方との懇親、有意
義な研修、そして観光ととても意義深い研究大会
に、あなたも参加してみませんか？公認会計士白
門会は、研究大会の後に懇親会を必ず開催してい
ます。このような同窓による懇親会を継続してい
るのは当公認会計士白門会だけです。
　平成 30 年は徳島での開催となります。みなさ
ん、徳島でお会いしましょう。

公認会計士白門会
会計幹事
  成　田　智　弘
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白門ゴルフ大会
昨年11月8日に白門ゴルフ大会が飯能グリーン

カントリーにて開催されました。残念ながら当会
からの参加者はわずか 5 名であり、公認会計士白
門会のチームとしての参戦は 1 チームとなってし
まいました。参加者は、公認会計士白門会チーム
として宮内忍氏、佐野慶子氏、柏嵜周弘氏、田中
達美氏の 4 名、私は他のチームの方と混成チーム

として参加しました。これも残念でありますが、
チーム、個人ともに成績振るわず、かつ飛び賞等
の幸運にも恵まれす、手ぶらでの帰宅と相成った
次第であります。

本年も、十月会、白門ゴルフ大会が開催される
予定ですので、是非一人でも多くの方に参加して
いただければと思います。よろしくお願いします。

皆さんご存じのように、公認会計士会白門会は、
中央大学出身の公認会計士及び会計士補並びに公
認会計士試験合格者の情報交換や会員相互の親睦
と資質の向上、また公認会計士業界や中央大学の
発展に寄与することを目的として活動しており、
事業活動の打合せである幹事会、事業活動の報告
に対してご承認いただくための総会及び総会に合
わせて CPE が付与される研修会の実施、賀詞交
歓会及び賀詞交歓会に合わせて CPE が付与され
る研修会の実施、公認会計士大学対抗ゴルフ大会

（十月会）、白門ゴルフ会（中央大学 OB、OG 懇
親ゴルフ会）、日本公認会計士協会の研究大会後
に行う懇親会、他大学との懇親、中大技術士会や
法曹会などの学員会他団体との交流会や情報交換
会、ボーリング大会などを実施しています。

一昨年から、従来の活動に加えて、試験合格年
度、卒業年度、入学年度などを同じくする仲間と
の懇親や情報交換を積極的に進めるための年次幹
事制度を設けました。今期、平成 25 年度におい
ては、平成 26 年 1 月 11 日（土）に幹事会と同時
開催で年次幹事会も開催し、終了後に懇親会も開
催しました。

年次幹事会については、仲間で声を掛け合い集
まって懇親を図り、勉強会や情報交換会を積極的

に行っていただければと考え、会合等のための予
算も計上しています。各分野に精通した諸先輩も
いらっしゃいますので、勉強会などにお呼びし、
勉強会の後で懇親会を開催することも可能です。
また、当会の活動が日本公認会計士協会の研究大
会が地方で開催される際の懇親会の開催を除き東
京中心になってしまっていますので、各地区で懇
親会等を開催する際には、当会から一部補助する
ことも可能となっています。さらには、東京在住
の幹事・年次幹事を講師として派遣するための交
通費・宿泊費の一部を補助することも可能です。
白門の仲間で勉強会、懇親会等を開催する場合に
は御一報いただければと思います。

今後、年次幹事として指名させていただくこと
などもあるかと思いますが、年次幹事の皆様には、
懇親会、勉強会や情報交換会の旗振り役として積
極的にご活動いただければと思います。総会や賀
詞交歓会の補助をお願いすることもあるかもしれ
ません。公認会計士白門会としてはそのような活
動を積極的に後押しして行きます。
 最後になりますが、年次幹事希望の方は、幹事
長（成田智弘、narita-tmhr@shinnihon.or.jp）までご連
絡ください。

年次幹事会について

公認会計士白門会　　　
幹事長　　　　　 　
成 田 智 弘
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十月会・白門ゴルフ大会

ゴルフ担当幹事の柴です。
＜CPAゴルフ十月会＞
　昨年 10 月 9 日に、茨城ゴルフ倶楽部にて、第
30 回 CPA ゴルフ十月会が開催されました。昨年
と同じ名門コースでの開催ということで、参加数
は昨年並みの 94 名となりました。
　当大学からは、宮内忍氏、柏嵜周弘氏、佐藤俊
一氏、山田治彦氏、霧生卓氏、長津健太郎氏、富
樫正浩氏、柴の 8 名で参加しました。
　結果ですが、今年度は、佐藤氏、霧生氏、長津氏、

そして北海道からの参加の富樫氏の活躍により、
グロスで早稲田に次いで 2 位となりました。一方、
ネットについては、運に恵まれず４位となりまし
た。例年課題としてきた、早稲田とのグロスの差
ですが、先の 4 名の方々の活躍により、4 名で 20
打（前年 35 打）とかなり縮まってきておりますが、
まだまだ、といった感じです。ゴルフのお好きな
会員の皆様には、是非積極的な参加をお願いしま
す。
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監査基準等の動向について

公認会計士白門会　　　
幹　事　　　　　　　
柴 　 　 毅

公認会計士白門会幹事の柴　毅でございます。
ここ一年の監査基準等の動向についてご報告し

ます。

<不正リスク対応基準>
先ずは、不正リスク対応基準（以下、基準とい

う）ですが、平成 25 年一昨年暮れ、金融庁より
公開草案が出され、昨年　3 月に公布されました。
企業会計審議会監査部会においては、「近時、金
融商品取引法上のディスクロージャーをめぐり、
不正による有価証券報告書の虚偽表示等の不適切
な事例が相次いでおり、こうした事例においては、
結果として公認会計士監査が有効に機能しておら
ず、より実効的な監査手続を求める指摘があると
ころである。」とし、現行の監査基準、監査に関
する品質管理基準からは独立した基準として設定
されています。議論の場が企業会計審議会なので、
ある程度やむを得ないとは思いますが、不祥事の
最大の原因は経営者の誠実性の欠如であり、これ
を無くすためには、二重責任の原則を念頭に置い
たうえで財務諸表作成者への罰則等の強化の議論
が先に進められるべきであると感じています。な
お、基準により監査時間の増加が見込まれること、
これによる監査報酬の増額については、監査部会
のメンバーの方々は一定の理解を示していると聞
いております。

基準は、第一　職業的懐疑心の強調、第二　不正
リスクに対応した監査の実施及び第三　不正リス
クに対応した監査事務所の品質管理、の三つから
構成されています。

基準の特徴は、現行の監査基準のアプローチを
前提としつつ、①職業的懐疑心の強調、②監査基
準、監査基準委員会報告、品質管理基準にちりば

められている不正リスク対応への要求事項を、監
査計画から監査意見までの業務の流れに沿っての
整理、③不正による重要な虚偽表示を示唆する状
況並びに虚偽表示の疑義を識別した場合に追加す
べき監査手続きの明確化にあると思います。

適用は、監査事務所の品質管理については平成
25 年 10 月 1 日から、個々の監査業務に関しては
平成 26 年 3 月期決算監査から適用されます。

これを受け、昨年 4 月、7 月及び 12 月の 3 回
にわたり、JICPA の会長声明が発出されていま
す。特筆すべき内容は、昨年 4 月、山崎前会長が
発した会長声明であり、その内容は、「適切な監
査時間及び監査報酬について」と題し、経済社会
の複雑化、多様化に伴う監査リスクの増大に加え、
基準により不正による重要な虚偽の表示を示唆す
る状況を識別した場合等には、追加的な監査手続
の実施が求められることになる、といった監査環
境下において、監査時間又は時間当たりの監査報
酬の額が合理的な理由なく著しく減少している場
合は、公認会計士制度の社会的信頼の喪失を招く
おそれがあるという警告を発し、監査の品質の維
持・向上には合理的な監査報酬が不可欠であるこ
とを強調しています。これは、会員向けの声明で
はありますが、一般社会に対しても協会としての
考えを広く主張しているものとして評価すべき声
明であると思います。

7 月の声明は監査役とのコミュニケーションの
充実についての再確認、12 月の声明は、昨今の
決算早期化による会社法監査報告書の発効日の早
期化の傾向において、仮に不正による重要な虚偽
表示を示唆する状況等を識別した際には、当然で
はありますが、追加すべき監査手続の実施を優先
すべきことを述べております。
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公認会計士白門会
副会長
  柴　　　　  毅

＜白門ゴルフ大会＞
　昨年 11 月 13 日に、桜ケ丘カントリークラブに
て、第 28 回白門ゴルフ大会が開催されました。
参加者は前年より若干減少し、27 チーム 108 名
となっております。年々、減少傾向にあるのは気
がかりですが、若い人の積極的な参加が望まれる
ところです。
　当会からは、宮内忍氏、森谷伊三男氏、福田眞
也氏、柏嵜周弘氏、霧生卓氏、柴の６名で参加し
ました。結果ですが、個人の部においては、霧生
氏がグロス 90 台、ネット 72.4 といったスコアで
３位に入賞しました。また、他会での参加となっ
た佐藤俊一氏も 13 位と健闘されました。私は久々
の 80 台でしたが、運に恵まれず 23 位でした。
　一方、団体の部ですが、成績は 1 チーム 4 名中
の上位 3 名のネット合計で決まります。6 名参加
ということで 2 チームに分かれ、それぞれに 1 名
他の会の方が加わりました。結果ですが、残念な
がら 6 位、14 位となっております。
　平日でもあることから当会からの参加者が年々
減少していることを心配しております。こちらに

ついても中大 OB・OG との親睦を深め、様々な
分野で活躍されている方々と懇意になれる絶好の
機会ですので、是非積極的な参加をお願いします。

（写真は個人３位の霧生氏です。）
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　さる平成 30 年 1 月 19 日（金）に中央大学駿河
台記念館におきまして、新春講演会及び賀詞交歓
会が開催されました。
　新春講演会は、伊藤大義先生に「不正会計につ
いて」として、最近の不正会計の事例、不正が顕
在化するきっかけ、第三者委員会の概況、不正会
計の原因や動機、不正会計のデメリット、不正会
計への対応策（改善策・防止策）と言った不正会
計に焦点を当てた様々な観点から御講義を頂きま
した。
　大手企業の会計問題などで大きく報道されるこ
ともある、粉飾決算をはじめとした不適切な会計
処理。始まりは小さなミスやきっかけであっても、
企業にとって取り返しがつかないほど大きな問題
に発展してしまうケースもあります。
　大手企業の第三者委員会の委員長、委員を数多
く務めた伊藤大義先生の実務に基づく講演は大変
興味深く、近年の不正が顕在化するきっかけとし
ては内部通報窓口の設置による在籍社員を含む内
部通報が多いこと、経営者が調査の過程で自白す
ることは稀であること、不正会計の防止策や改善
策を講じても不正会計自体はなくならないであろ
うといった話が印象的でした。また、第三者委員
会のスケジュール、業務内容やデジタル・フォレ

ンジックなど今後の業務や研鑚にも必要となる事
項を勉強させて頂きました。
　研修会終了後、賀詞交歓会が開催されました。
熊坂会長の皆が興味ある内容の講演会開催などを
通じて、会員の増加や会員の参加率の向上を図っ
ていきたいとの挨拶に始まり、黒田前会長の乾杯
の挨拶を皮切りににぎやかな会となりました。
　諸先輩方のお話などをお伺いしていても、思い
出話に留まらない業務の貴重な体験談や培ってこ
られた仕事観など、大変刺激になるお話ばかりで
した。また、諸先輩方同士におかれましても、旧
交を温められるよい機会とされておりました。
　賀詞交歓会の最後の挨拶では、木下先生が今年
傘寿を迎えられるとのことで、大変おめでたいこ
とでございました。また、今後も皆で公認会計士
白門会を盛り上げていきたいなどのお話があった
あと、福田元会長の潔い一本締めでお開き、散会
となりました。
　新春講演会、賀詞交歓会を通じて、多くの方々
とふれあい、今年一年に向けて気持ちを新たにす
るよい機会となりました。来年も、和気あいあい
とした雰囲気を大事にしながらも充実した会とす
ることで、これまで以上に多くの、また、新しい
方々にもご参加を頂ければと思います。

新春講演会及び賀詞交歓会
公認会計士白門会
幹　事
  椙　山　嘉　洋
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　この度私は平成 29 年度公認会計士試験に合格
することができました。
　まず始めにお世話になった経理研究所関係者の
皆様、家族にこの場をお借りして御礼申し上げます。
　私が会計士になりたいと思ったのは中学生の時
でした。小学生の時からそろばんを習い、数字が
好きだったのでそれを生かせる職業として公認会
計士について調べたのがきっかけでした。
　そして中央大学の附属高校に入学し、附属高校
簿記講座で簿記を学び始めました。簿記講座は学
校のない土曜日と日曜日にあり、そこでは実際に
会計士として働いている先輩方にお会いする機会
がありました。そこで会計士のお仕事について教
えてもらい、会計士になりたいと強く思うことが
できました。
　その後、中央大学へ進学し経理研究所で公認会
計士の勉強を始めました。私は実家から多摩キャ
ンパスに通っていたので通学に時間がかかり、受
験勉強開始時は質の高い勉強時間を確保すること
ができず苦労しました。そこで勉強する環境を変
えて集中力を保つ工夫や、自分に合った勉強方法
を確立させるなどの工夫を行い、時間をかけなが

ら日々の勉強を改善していきました。
　私は日商簿記 1 級に合格するのも短答式試験、
論文式試験に合格するのも、とても時間がかかり
ました。早期合格者が多い経理研究所の中で周り
の友達が合格していく中、自分は合格することが
出来ず精神的に辛かった時期もありました。そん
な時にいつも私を支えてくれたのが専任講師の先
生、そして家族の存在です。専任講師の先生には
毎週面談をしてもらい、一緒に学習のスケジュー
ルを立て、勉強方法を教えてもらいました。また
模試の結果が悪い時や勉強が捗らない時に励まし
てくださいました。そして、両親は就職活動が始
まる時期になっても会計士の勉強を続けたいとい
う私を何も言わず見守ってくれ、母は受験勉強期
間中毎日お弁当を作ってくれ体調面でも支えてく
れました。今振り返ってみるとたくさんの人に支
えられてこの合格まで辿り着いたと強く感じます。
　就職後は、これまでの受験生活で学んだ事を生
かしこの合格がゴールではなくスタートとなるよ
う、新たな目標も立てて頑張りたいです。そして、
今まで支えてくださった方たちに恩返しをしてい
きたいと思います。

合格体験記
商学部会計学科５年
　　　　　　（合格時）

阿　部　汐　里
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　私は高校生の時に、将来の自分のキャリアにつ
いて、何か専門的な職業に就きたいと考えると同
時に、その専門的な何かを大学生活の中で身に付
けられないかどうか考えていました。そして、調
べを進めていくうちに簿記会計という分野に興味
を持ち、大学 4 年間のうちに公認会計士試験に合
格することを目標に中央大学に進学することを決
めました。
　私は、大学 4 年間の最終目標に公認会計士試験
の合格を掲げていたものの、勉強を始めてから大
学 2 年生の後半まで、その勉強量の多さや問題の
難しさから自分が合格する姿はまるで想像できま
せんでした。実際、私の受験生活は決して楽な道
のりではなかったと思います。
　まず、私は簿記１級を取得した大学 2 年生の
11 月まではアルバイトをしながら経理研究所に
通っていたため体力的にとてもつらい日々が続き
ました。しかし、毎日の朝答練はもちろん、大学
に通っている以上授業には出席すべきだと私は考
えていたので、それらには必ず出席するようにし
ていました。
　その後、私はアルバイトを辞め、ようやく勉強
一本に集中できる環境が整い、模擬試験でもある
程度の点数が取れるようになったこともあり、3
年生で合格も夢ではないと思っていました。とこ

ろが、3 年生の 5 月に受けた短答式試験に落ちて
しまい、その夢はあっけなく消え、同時に自信も
失ってしまいました。私の人生で一番の努力をし
たつもりだったので、もう無理だと考え、本気で
辞めるか悩みました。しかし、私が落ちた試験に
合格している人たちがいるという事実と今までの
自分の努力を何としても合格に結び付けたいとい
う強い思いが私を立ち直らせてくれました。それ
からは、ただ問題をこなすだけの勉強を改め、取
引の本質や結論の背景を常に考えながら理解を深
める勉強を心掛けるようにしました。その結果、
知識が定着するようになり、模擬試験で安定した
成績を残すことができるようになり、本試験も落
ち着いて望むことができました。
　私は、合格に必要なことは、目の前の課題に一
つ一つ真剣に取り組むことだと考えます。例えば、
一見試験とは関係ないような大学の授業であって
も、その授業を受けていたおかげで試験問題を解
くことができたり、知識の理解が深まったりする
ことが度々ありました。私が授業に毎回出席して
いた理由の一つがここにあります。このように、
目の前の課題に手を抜かずに取り組んでいくこと
が将来の自分を助けることにつながると思うの
で、自分を信じて目の前の課題を一つ一つ乗り越
えていってください。

合格体験記
商学部会計学科４年
　　　　　　（合格時）

織　田　　　希
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　私は出身が商業高校で、部活動は簿記部に所属
し、そのころから簿記の勉強をしていました。そ
して、さらに会計についての多くのことを学びた
いと思ったので、中央大学に入学しました。
　入学してすぐに、経理研究所での勉強が始まり
ましたが、私は高校の部活動引退後、大学に備え
ての簿記の勉強をほとんどしていなかったので、
周りの商業高校出身の人たちに比べて成績が全く
伸びませんでした。なんとなくうまくいくだろう
という甘い気持ちが私を現実に突き落としまし
た。そのときから、この悔しさをバネに１から真
剣に勉強して、絶対に大学２年生の８月で論文式
試験に合格しようと思いました。
　しかし思っていた以上に今までの自分の知識は
曖昧でした。１年生の１２月に短答式試験を受け
るのに、その勉強の穴を埋めるために多くの時間
を使ってしまい、なかなか新しい勉強に進むこと
ができませんでした。結果的に、試験直前になっ
ても試験範囲が終わらず、もう無理だと思うとき
もありました。それでも専任講師の方々や家族か
らの応援があったので最後まで諦めず、なんとか
突破することができました。
　短答式試験が終わると論文式試験の勉強を始め
ますが、試験範囲もまた増えるのでさらに多くの

勉強時間が必要となります。集中力が切れてしま
い、勉強から逃げ出したくなるときもありました
が、そのようなときには一緒に勉強している仲間
の存在が私の支えとなりました。
　このように私は受験時代に多くの人に支えても
らいました。勉強中は自分ひとりの個人戦のよ
うに感じてしまう時もありましたが、絶対に一人
で乗り越えることのできるものではなく、誰かの
支えが必ず必要となります。どんなときでも私を
励まし、応援してくれた家族、受験勉強に疲れた
時、話を聞いてくれた大学の友達、自分が方向性
を失ったときは正しい方向へと導いてくださった
専任講師の方々や学生スタッフの方々、私たちが
勉強をしやすいように経理研究所を運営してくだ
さった事務員の方々、そして、よきライバルであ
り、また、よき相談相手でもあった、一緒に勉強
していた友達や先輩方。支えてくれた方々には感
謝しかありません。これから少しずつ恩返しをし
ていきたいと思っています。
　「公認会計士試験合格」は自分の公認会計士人
生のスタートラインに立っただけであって、ゴー
ルではありません。まずは残された大学生活の中
でさらに多くの事を学び、そして、将来は幅広い
分野で活躍できる公認会計士になりたいです。

合格体験記
商学部会計学科２年
　　　　　　（合格時）

伴　野　満　希
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2017年度中央大学公認会計士試験合格者祝賀会
公認会計士白門会
幹　事
  森　山　謙　一

　2017 年 12 月 13 日（水）に東京ガーデンパレ
スにおきまして、2017 年度中央大学公認会計士
試験合格祝賀会が開催されました。
　2017 年度の公認会計士試験の合格発表は 11 月
17 日にされており、志願者数 11,032 人に対して
合格者数は 1,231 人（対前年比 123 人増）、合格
率は 11.2%（対前年比 0.4 ポイント増）となりま
した。そのうち中央大学出身者（在学生、卒業生
を合わせて）の合格者数は合格祝賀会開催日時点
で約 60 名となりました。2016 年度においては合
格者数を大きく伸ばしておりましたが、その反動
もあってか本年度においては相対的に厳しい結果
となったと言えると思います。
　祝賀会は、中央大学総長・学長の酒井正三郎氏
のご挨拶により始まりました。そのお話の中で、
ビジネスの流れや世界情勢に常にアンテナを張っ
ていることで、国際感覚豊かな、そして世界に貢
献できる公認会計士になって欲しいとのお言葉が
あり、近年影響力を増している中国経済を御専門
とされている先生ならではの御言葉が特に印象に
残りました。その後の中央大学常任理事の間島進
吾氏からのご挨拶では、昨今の監査法人離れの現
状を踏まえ、すぐに転職等をするのではなく根気
強く仕事に取り組むことで「世界を知ること、海
外に進出すること、専門性を身に着けること、信
頼性を獲得すること」が重要であるとのお話を頂
き、合格者はもとより、我々にとっても大変刺激
となる熱いエールを頂戴致しました。御来賓の方
からのご祝辞として、日本公認会計士協会副会長
の武内清信氏より人材育成をご担当されている観
点からの現況も含め、合格がゴールではなく今後
の研鑚によるさらなる成長を期待されているとの

ご祝辞を頂きました。乾杯は公認会計士白門会会
長の熊坂博幸氏がご発声をされ、歓談の時間とな
りました。
　当日は在学生、卒業生を合わせて約 40 名の合
格者が参加されておりましたが、こちらからお声
掛けすると卒業生や在学生の隔てなく打ち解け
て話をされており、非常に賑やかな歓談の時間と
なりました。合格者の中には 2 年生でみごと合格
者となられた未成年の方もおり、お酒の代わりに
ジュースで乾杯となりましたが、今後のビジョン
などもしっかりと持たれていて感心させられると
ともに良い刺激を頂きました。合格者数は増加傾
向ではありますが、多くの合格者が就職を希望さ
れる監査法人においては一時期のような就職難の
状況ではないようで、合格の嬉しさに合わせて今
後の展望にも安堵感が感じられる和やかな雰囲気
での歓談の時間となりました。
　歓談のあと、中央大学商学部長の渡辺岳夫氏よ
り記念品の名刺入れが、合格者代表の商学部 4 年
生の稲葉弘一君に贈呈されました。稲葉君の挨拶
からは、学校や経理研究所でお世話になった先生
方、友人、家族に支えられて合格できたことへの
感謝と喜びが伝わってまいりました。
　合格者の皆様は合格祝賀会に参加することに
よって合格の実感を得るとともに、すでにご活躍
されている方々と交流することによって、今後進
まれる新たな世界を意識されたことと思います。
公認会計士には社会から多くの期待を寄せられて
おりますが、その中で合格者の皆様は今後、様々
な分野に進んでいかれることと思います。公認会
計士業務を通じて、ますますご活躍され社会に貢
献して行かれることを祈念しております。
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ＡＩに負けない
公認会計士白門会
幹　事
  青　木　幹　雄

　人工知能（AI）というと、一昔前の SF 映画の
イメージが強いですね。80 年代の映画の中では、
アーノルド・シュワルツェネッガー演じるヒト型
アンドロイドのターミネーターが人間を追い詰め
ていく様が描かれており、「人は、AI に支配され
るのか？」というテーマを題材にした物語が印象
的です。
　近年、ビジネスの現場でも AI や Fin Tech と
いうキーワードが周囲を賑わしつつあります。
AI というとロボットが人間の代わりに作業を行
うといった漠然としたイメージを浮かべるかもし
れませんが、具体的な用途に基づいて分類すると、
①汎用型の AI と、②特化型の AI の 2 つに類型
化されます。汎用型 AI は人間を代替するターミ
ネーターのイメージです。一方、特定の処理にお
いて、膨大な情報をディープラーニング技術で解
析し、学習結果に基づき AI が行動するものを特
定型 AI といいます。特化型 AI は、自動運転や
囲碁・将棋等の AI や、会計仕訳を学習して自動
起票処理するものがイメージし易いところでしょ
うか。現在、ビジネスの現場で研究が進んでいる
AI は、ほとんどは特化型 AI になります。
　会計監査の領域においても、2016 年以降、AI
×監査業務の研究が進んでいます。大手監査法人
では、既に何らかの形で AI やロボティクスに関
する研究を進めていますし、昨年の金沢での研究
大会でも監査・会計と AI をテーマとして、協会
本部の若手会計士によるパネルディスカッション
が繰り広げられています。
　昨今における会計監査における AI 化の波は、

取引精査も含む監査手続の代替実施や、監査計画
の立案、意見審査の実施を AI に処理させること
を視野に入れており、それによって、会計士の監
査資源を非定型的な判断業務に注力させるという
ものです。
　それらの試みが実現できるかどうかは、特化型
AI を動かすデータベースに過去の膨大なデータ
を収集し、学習・解析させられるか、にかかって
いるといえます。複雑な経営環境下で、個別の会
社の特性を反映した監査上の解をコンピュータが
正確に導きだせるのかという問題にぶつかります
し、そこを乗り越えられない限り、AI は従来の
IT を利用したデータ分析の範疇を出ないでしょ
う。チャレンジングな世界ですが、この問題を超
えると、我々会計士は AI を従えて、監査業務を
効率的に実施できる可能性が拡がります。
　翻って、将棋の世界では、AI が繰り広げる棋
譜は、従来の定石を覆すような一手をしばしば
生みだし、過去の戦術が化石となっていくことが
既に発生しています。その上で若手棋士が AI を
さらに乗り越えていって熾烈な競争を行っていま
す。
　この事実が物語っているのは、特化型 AI も深
化していくことによって、利用する手段だけでは
なく、我々と競争する存在になっていくというこ
とです。例えば、既存の監査アプローチそのもの
がひっくり返る未来が AI によって導き出される
かも知れません。その時に我々会計士は、AI に
負けてはならず、AI を乗り越えるだけの力を持
たなければならないのだと思います。
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公認会計士白門会会報　No.20
平成 26 年 3 月 31 日発行

発行人 公認会計士白門会会長
伊　藤　大　義

平成 26 年 4 月 1 日より 17 年ぶりに消費税率が 5%
から 8%に引き上げられます。税務を主体とする会
員の皆様だけでなく、景気や世の中の暮らしにどの
ような影響を与えるのか注視されるところです。近
隣諸国との関係もなかなか落ち着きを見せませんが、
せめて景気だけでも安定してもらいたいと願ってお
ります。

さて、今回の絆は第 20 号となります。毎年の発行
ですので、ちょうど 20 年目の節目を迎えたというこ
となります。創立時より参画頂きました会員の皆様
にとって、この 20 年間の会計士としての業務、そして、
仲間との関係はいかがでしたか ? この絆が本会会員
の皆様にとって、少しでも「役に立ったな」と思わ
れる存在であるよう心がけてきたつもりではありま
すが、皆様の益々ご発展に少しでも寄与できるよう、
そして仲間作りに少しでも役立つよう努力を続けて
行きたいと思っております。

そんな記念となる第 20 号ですが、巻頭においては
新しく会長に就任された伊藤大義会長から 20 年間の
活動を総括して頂きました。また、当会設立に大変
ご尽力頂きました増田先生に当時の状況についてご
執筆頂きました。

中央大学商学教授で経理研究所所長の間島先生か
らは「海外へのすすめ」という題目でご寄稿頂きま
した。また、恒例となりつつある「進路相談会につ
いて」や「年次幹事会について」成田幹事長に執筆
頂きました。更に常山監事に「2013 年度中央大学公

認会計士試験合格祝賀会」について執筆頂きました。
本会も 20 年の歴史を積んでまいりましたが、若い世
代の会員の参加が少ないことを危惧しております。
若い会員の方にももっと気軽に参加頂けるよう大学
との関係も図り、会としての運営にも反映して行き
たいと考える次第です。

恒例となりました CPA ゴルフ十月会及び白門ゴ
ルフ大会の模様については柴幹事に執筆頂きました。
今年は少々参加者も少なかった様子ですが、是非会
員の皆様の積極的なご参加をお願いします。

新年となって開催した特別講演会と新年賀詞交換
会の模様については三宅幹事に執筆頂きました。今
年は山田日本公認会計士協会副会長を講師としてお
招きし、業界の動向等についてお話頂きました。

更に、監査基準の動向について日本公認会計士協
会理事でもある柴幹事から報告して頂きました。

会計士試験合格者の就職問題については、本年度
は売り手市場に転じ、合格者も昨年度よりは就職し
易かったのではないかと思います。当年度の会計士
試験合格者の中から斎藤さんと長屋さん、松尾さん
には恒例の合格体験記をご寄稿頂きました。

幹事一同、出来る限り会員諸先生方にとって有意
義な活動となりさらに公認会計士白門会に入って良
かったと思って頂けるよう微力ながら頑張って参り
ますので何とぞご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願
い申し上げます。

編集後記	 岸　田　　　靖

◆公認会計士白門会役員◆
会　　長 伊藤　大義 経済学部・昭和46年卒
幹　事　長 成田　智弘 商学部・昭和59年卒
幹　　事 青木　幹雄 商学部・平成13年卒

石野　研司 商学部・平成 4年卒
加藤　暁光 商学部・平成 2年卒
河合　明弘 商学部・平成 3年卒
岸田　　靖 商学部・昭和61年卒
郡司　昌恭 商学部・平成12年卒
柴　　　毅 商学部・昭和58年卒
白髭　英一 商学部・平成12年卒

幹　　事 椙山　嘉洋 商学部・平成15年卒
中原　國尋 大学院商学研究科・平成13年修了
畠中　隆徳 商学部・平成10年卒
降旗　京二 商学部・平成 2年卒
三宅　博人 経済学部・平成元年卒
吉井　敏明 商学部・平成 3年卒
若山巌太郎 商学部・平成12年卒

会計監事 常山　邦雄 商学部・昭和46年卒
柏嵜　周弘 商学部・昭和53年卒
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　これまで長年にわたり「絆」の編集を担当され
てきた岸田靖氏に代わり、今年度の編集を担当し
ました郡司です。今回で「絆」は第 24 号の発行
となります。初回が発行された当時、私はまだ大
学に入学するかしないかの年齢ですので、これま
で白門会の先輩方が積み上げてきた歴史を感じま
す。
　さて、今回は、中央大学商学部長の渡辺岳夫先
生に「チャレンジの機会を学生に提供する学部」
としてご寄稿頂きました。「ビジネス・チャレン
ジ講座」では、企業の直面する課題に対して学生
が取り組む機会が提供されており、キャリア科目
を充実させることに注力されている商学部の現状
を知ることができました。
　昨年 7月に当会会長に就任された熊坂博幸会長
からは、会長就任のご挨拶を頂きました。
　日本公認会計士協会の副会長である山田治彦氏
には、JICPA の現在の会員章ができるまでの経
緯等を解説頂きました。NHKドラマ「監査法人」
で使用され、著名な俳優の方が着用された会員章
は、今も会計士のどなかたかが実際に会員章とし
て使用されているそうです。
　今年度の日本公認会計士協会の研究大会は、金
沢で行われ、当会から参加された成田智弘氏にそ
の様子についてご寄稿頂きました。有意義な研修
会はもちろん、いろいろな方との出会いなど、現
地の様子が伝わる写真を交えてご紹介頂きまし
た。来年は、徳島での開催だそうです。今回の記
事を読んで、来年はぜひ参加してみたいと思われ
る方もいらっしゃるのではないでしょうか。

　毎年恒例の CPAゴルフ大会、白門ゴルフ大会
については、柴毅氏にご寄稿頂きました。白門ゴ
ルフ大会では、当会の霧生卓氏が見事個人 3位に
入賞されたそうです。ゴルフをされている会員の
方は、ぜひ参加されてみてはいかがでしょうか。
　新春講演会では、当会の伊藤大義氏に「不正会
計」をテーマに講演頂きました。講演会後に行わ
れた賀詞交歓会と合わせて、椙山嘉洋氏にその様
子をご寄稿頂きました。短い時間ながら大変内容
の濃い講演であったことが伺われます。来年以降
も新春講演会は開催されますので、ぜひふるって
ご参加をお願いいたします。
　今年度もたくさんの中央大学出身の会計士試験
合格者が誕生しました。東京ガーデンパレスで行
われた合格祝賀会の様子を森山謙一氏にご報告頂
くとともに、3名のフレッシュな合格者の方 （々阿
部さん、織田さん、伴野さん）から合格体験記を
ご寄稿頂きました。合格体験記からは、周囲の方々
への感謝の気持ちとともに、これから会計士人生
をスタートするという夢と希望が伝わってきまし
た。
　最後に、青木幹雄氏から「AI に負けない」と
いうテーマでご寄稿頂きました。今後ますます切
り離せない関係になっていくであろう会計監査と
AI について大変わかりやすく解説頂いています。
　幹事一同、出来る限り会員諸先生方にとって有
意義な活動となり、さらに公認会計士白門会に
入って良かったと思って頂けるよう微力ながら頑
張って参りますので、何とぞご指導・ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申し上げます。

公認会計士白門会会報 　No.24
平成30 年3月31日発行

発行人　公認会計士白門会会長
熊　坂　博　幸

発行所
〒192－0393　東京都八王子市東中野 742－1

　　 中央大学経理研究所気付

郡　司　昌　恭
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